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「水
コ
ン
は
新
し
い
提
案
を
」

鍬
だ
瑠
理
鋼
Ｇ
ｗ
Ｊ
士口村
氏
ら
が
講
演

全
国
上
下
水
道
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
協
会
関
東
支
部

は
■
月
２０
日
、

衰

泉
・
千

駄
ヶ
谷
の
け
ん
ぽ
プ
ラ
ザ

で
技
術
講
習
会
を
開
い

た
。

今
回
の
講
師
は
、

グ

ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ

・
ジ

ャ
パ
ン

（
Ｇ
Ｗ
Ｊ
）
代
表

で
水
の
安
全
保
障
戦
略
機

構
執
行
審
議
会
幹
事
委
員

を
務
め
る
吉
村
和
就
氏
ら

３
氏
が
務
め
、

水
関
連
企

業
の
海
外
展
開
や
包
括
民

間
委
託
事
例
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

吉
村
氏
は

「日
本
の
水

企
業
の
海
外
展
開
に
つ
い

て
～
そ
し
て
水
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
は
～
」
と

題

し

て
講

演

し

た
。

ド
イ
ツ
や
韓

国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
で
の
国
を

挙
げ
て
の
水
産
業

育
成
の
動
き
を
紹

介
す
る

一
方
で
、

日
本
企
業
の
現
状

に
つ
い
て
は

「膜

ル
や
ゼ
ネ
コ
ン
、

メ
ー
カ

ー
は
ほ
と
ん
ど
海
外
で
勝

負
で
き
て
い
な
い
」
と
指

摘
。

こ
う
し
た
状
況
を
打

破
す
る
た
め
の
日
本
の
水

戦
略
と
し
て
チ
ー
ム
水

・

日
本
の
動
向

を
報
告

し

た
。ま

た
、

水
コ
ン
サ
ル
の

生
き
残
り
策
と
し
て
、

国

内
で
は

「上
下
水
道
広
域

化

へ
の

提

案

能

力

増

強
」
、

国
外

で
は

「膜
メ

ー
カ
ー
と
の
協
業
や
海
水

淡
水
化
事
業
最
適
モ
デ
ル

構
築
」
な
ど
を
挙
げ
、

「
コ

ン
サ
ル
も
勉
強
し
て
積
極

的
に
新
し
い
提
案
を
す
べ

き
」
と
強
調
し
た
。

吉村 氏 の講演 に熱心 に耳 を傾

ける参力口者
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世
界
と
日
本
の
水
問
題
解
決
を
目
的
と

し
た
、

「水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
」
が

■
月
３０
日
に
発
足
し
た
。

産
業
界
や
関
係

省
庁
、

学
界
、

政
界
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
巻
き
込

み
、

こ
れ
ま
で
の
行
動
の
枠
を
超
え
て
活

動
し
よ
う
と
す
る

「チ
ー
ム
水

・
日
本
」

の
司
令
塔
と
な
る
組
織
だ
。

政
界
か
ら
は

自
民
党
だ
け
で
な
く
公
明
党
、

民
主
党
も

参
加
す
る
な
ど
、

政
治
の
分
野
で
の
連
携

が
実
現
し
た
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。

何
よ

り
、

水
問
題
を
安
全
保
障
と
捉
え
る
政
治

家
集
団
の
主
導
に
よ
る
こ
と
が
心
強
い
。

そ
も
そ
も
戦
略
機
構
設
立
の
原
点
は
、

自
民
党
の

「水
の
安
全
保
障
研
究
会
」
が

昨
年
８
月
に
ま
と
め
た
報
告
書
に
あ
る
。

そ
の
理
念
に
は
、

「水
の
世
紀
と
い
わ
れ

る
２‐
世
紀
に
、

日
本
と
国
際
社
会
の
持
続

可
能
な
未
来
へ
向
け
、

水
問
題
を
解
決
す

る
」
と
い
う
強
い
意
志
が
示
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
時
の
議
論
が
、

「水
の
安
全
保
障
戦

略
機
構
」
と
い
う
、

具
体
の
組
織
と
し
て

結
実
し
た
こ
と
を
評
価
し
た
い
。

水
不
足
や
洪
水
な

ど
、

温
暖
化
に
よ
る
気

候
変
動
の
影
響
が
現
実

と
な
っ
て
い
る
今
、

地

球
規
模
で
の
水
問
題
解
決
は
我
が
国
の
安

全
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
と
い
え

る
。

食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

レ
ア
メ
タ
ル
な

ど
多
く
の
資
源
を
輸
入
に
頼
り
、

工
業
製

品
の
輸
出
で
外
貨
を
得
る
日
本
に
と

っ

て
、

ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域
は
も
と
よ
り
、

ア
フ
リ
カ
、

中
南
米
諸
国
の
経
済
基
盤
の

発
展
と
水
問
題
の
解
決
は
不
可
欠
だ
。

未

だ
に
１１
億
人
が
安
全
な
飲
料
水
を
利
用
で

で
、浄

水
の
供
給
や
排
水
処
理
、

そ
れ
ら
の

施
設
の
管
理
・運
営
な
ど
、世

界
の
水
ビ
ジ

ネ
ス
市
場
の
規
模
は
２
０
２
５
年
に
は
年

間
■
０
０
兆
円
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
市
場
を
め
ぐ
り
、

ワ
ー
ル
ド

・
ウ
ォ

ー
タ
ー

・
フ
ァ
ン
ド
に
組
み
入
れ
ら
れ
た

欧
米
企
業
を
筆
頭
に
競
争
が
激
化
し
て
い

る
が
、

日
本
は
優
れ
た
技
術
を
持
ち
な
が

ら
管
理
運
営
面
で
の
実
績
が
少
な
く
、

海

外
企
業
に
先
行
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

■

月
１６
日
に
は
、

日
本
を
代
表
す
る
プ
ラ
ン

ト
メ
ー
カ
ー
、

ゼ
ネ
コ
ン
、

商
社
な
ど
に

よ
る

「海
外
水
循
環
シ
ス
テ
ム
協
議
会
」

が
発
足
し
た
。

日
本
の
優
れ
た
水
環
境
関

連
技
術
を
活
か
し
た
新
た
な
水
ビ
ジ
ネ
ス

産
業
を
育
成
し
、

輸
出
産
業
と
す
る
た
め

の
基
礎
づ
く
り
が
目
的
だ
。

政
府
や
地
方

公
共
団
体
、

大
学
と
も
連
携
し
、

ト
ー
タ

ル
と
し
て
の
競
争
力
の
強
化
を
目
指
す
と

い
う
。

蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し

て
の
、

実
質
的
な
活
動
部
隊
と
し
て
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

「チ
ー
ム
水

・
日
本
」
に
は
す
で
に
「チ

ー
ム
水
道
産
業

・
日
本
」
や
、

「下
水
道

グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー

」
「生
命
の
水
道

・
ニ
ッ
ポ
ン
」
な
ど
が
名
乗
り
を
上
げ
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

「日
本
発

の

〃水
の
新
文
明
〃
を
世
界
に
発
信
し
て

い
く
」
（中
川
昭

一
財
務

・
金
融
大
臣
）
た

め
の
体
制
づ
く
り
は
着
々
と
進
ん
で
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

「水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
」
の
原
点

が
、

自
民
党

「水
の
安
全
保
障
研
究
会
」

の
最
終
報
告
に
あ
る
こ
と
は
冒
頭
で
ふ
れ

た
が
、

そ
の
報
告
が
重
要
事
項
と
し
て
、

世
界
へ
の
貢
献
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
持

続
可
能
な
未
来
へ
向
け
、

「国

・
地
方
公

共
団
体

・
企
業

・
国
民
が
連
携
し
た
水
運

営
」
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

そ
こ
に
あ
る
の
は
、

水
の
安
全

保
障
と
し
て
、

日
本
国
内
の
足
元
も
し
っ

か
り
と
固
め
て
お
き
た
い
と
い
う
意
識

だ
。

国
際
展
開
の
み
な
ら
ず
、

国
内
の
上

下
水
道
事
業
の
活
性
化
や
持
続
可
能
な
発

展
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

国
際

貢
献
も
は
じ
め
て
実
行
可
能
と
な
る
こ
と

を
改
め
て
肝
に
銘
じ
た
い
。

離牌一権げす勤端はい節雅勤紳薙

（ω
）
一　
国
際
社
会
の

一
員
と
し
て
の
責

水
疲
譲
深警
阜
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世
界
と
国
内
も
視
野
に


